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(57)【要約】
【課題】内視鏡を出し入れする際に、より小さな開口で
素早く出し入れすることができ、内部を衛生的に保持で
きる内視鏡保管庫を提供する。
【解決手段】本発明の内視鏡保管庫１は、内視鏡４０を
出し入れ可能な幅に形成された複数の引き出し式内視鏡
格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅと、複数の引き出
し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅを並列
的に密閉状態で収容可能なハウジング３とを有し、引き
出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅは個
々にハウジング３より引き出して内視鏡４０を出し入れ
可能に構成されているため、内視鏡をより小さな開口で
素早く出し入れすることができ、浮遊菌の侵入を抑制し
て保管庫内部を衛生的に保持できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を出し入れ可能な幅に形成された複数の引き出し式内視鏡格納部と、該複数の引
き出し式内視鏡格納部を並列的に密閉状態で収容可能なハウジングとを有し、前記引き出
し式内視鏡格納部は個々に前記ハウジングより引き出して内視鏡を出し入れ可能に構成さ
れていることを特徴とする内視鏡保管庫。
【請求項２】
　前記複数の引き出し式内視鏡格納部は、それぞれ下部にキャスターを備えることにより
前記ハウジングより引き出し可能に構成されている請求項１に記載の内視鏡保管庫。
【請求項３】
　前記内視鏡保管庫は、前記引き出し式内視鏡格納部の引き出し動作に伴う外気の流入を
防止するための外気流入防止手段を有している請求項１または２に記載の内視鏡保管庫。
【請求項４】
　前記内視鏡保管庫は、該内視鏡保管庫内の空気を浄化するための光触媒空気浄化手段を
有している請求項１ないし３のいずれかに記載の内視鏡保管庫。
【請求項５】
　前記引き出し式内視鏡格納部同士の間および前記引き出し式内視鏡格納部と前記ハウジ
ングとの間には密閉部材が設けられている請求項１ないし４のいずれかに記載の内視鏡保
管庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡が汚染されることなく保管できる内視鏡保管庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、内視鏡検査では内視鏡洗浄消毒のガイドラインに即した洗浄と消毒が行われてい
るが、検査終了後の内視鏡の保管に関する汚染防御体制については問題解決がなされてい
ない。過去においては、殺菌灯を保管庫内に設置したタイプの内視鏡保管庫が販売されて
いたが、殺菌灯による内視鏡表面の経時的劣化が問題となり、現在では殺菌灯による保管
庫内の汚染防止は一切行われていない。
【０００３】
　内視鏡検査終了後の消毒された内視鏡を内視鏡保管庫内に配し、浮遊菌による内視鏡の
汚染状況と保管庫内落下菌の種類および細菌数を調べたところ、保管庫内の内視鏡が著し
く汚染され、保管庫自体が汚染源になっていることが明らかとなった。
【０００４】
　他方、保管庫の基本構造としては、例えば図５に示すように、正面（前面）の延在方向
に沿って移動し開閉可能な引戸式扉３１，３２が設けられ、内部に内視鏡３３が懸架可能
な保管庫３０が一般的である（特開２００５－５２１９９号公報）。
【特許文献１】特開２００５－５２１９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、このような引戸式の内視鏡保管庫にあっては、内視鏡を取り出すために扉が開
かれると、引戸が大きく開口して外気と共に多くの塵埃・ウィルス・細菌が保管庫内に侵
入し衛生状態が一気に損なわれていた。また、保管庫の中央付近にて内視鏡を出し入れす
る場合は、引戸を大きく、かつより長時間開口する傾向にあり衛生的な問題が懸案となっ
ていた。
　そこで、本発明の課題は、内視鏡を出し入れする際に、より小さな開口で素早く出し入
れすることができ、内部を衛生的に保持できる内視鏡保管庫を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　上記課題を解決するものは、内視鏡を出し入れ可能な幅に形成された複数の引き出し式
内視鏡格納部と、該複数の引き出し式内視鏡格納部を並列的に密閉状態で収容可能なハウ
ジングとを有し、前記引き出し式内視鏡格納部は個々に前記ハウジングより引き出して内
視鏡を出し入れ可能に構成されていることを特徴とする内視鏡保管庫である。
【０００７】
　前記複数の引き出し式内視鏡格納部は、それぞれ下部にキャスターを備えることにより
前記ハウジングより引き出し可能に構成されていることが好ましい。前記内視鏡保管庫は
、前記引き出し式内視鏡格納部の引き出し動作に伴う外気の流入を防止するための外気流
入防止手段を有していることが好ましい。前記内視鏡保管庫は、該内視鏡保管庫内の空気
を浄化するための光触媒空気浄化手段を有していることが好ましい。前記引き出し式内視
鏡格納部同士の間および前記引き出し式内視鏡格納部と前記ハウジングとの間には密閉部
材が設けられていることが好ましい。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１に記載した発明によれば、内視鏡を出し入れする際に、より小さな開口で素早
く出し入れすることができ、内部を衛生的に保持できる。
　請求項２に記載した発明によれば、上記請求項１の効果を有する内視鏡保管庫を簡素な
構造で実現できると共に、引き出し動作をより滑らかに行うことができる。
　請求項３に記載した発明によれば、引き出し式内視鏡格納部の引き出し動作に伴って浮
遊菌が保管庫内に侵入することが抑制され、内部をより衛生的に保持できる。
　請求項４に記載した発明によれば、保管庫内の空気が浄化され、内部をより衛生的に保
持できる。
　請求項５に記載した発明によれば、引き出し式内視鏡格納部同士の間および引き出し式
内視鏡格納部とハウジングとの間から浮遊菌が侵入することが防止され、内部をより衛生
的に保持できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明では、内視鏡を出し入れ可能な幅に形成された複数の引き出し式内視鏡格納部を
、個々にハウジングより引き出して内視鏡を出し入れ可能に構成したため、内視鏡をより
小さな開口で素早く出し入れすることができ、内部を衛生的に保持できる内視鏡保管庫を
実現した。
【実施例１】
【００１０】
　図１は本発明の内視鏡保管庫の一実施例の正面図であり、図２または図３は図１に示し
た内視鏡保管庫における引き出し式内視鏡格納部の作用を説明するための説明図であり、
図４はハウジング上部の内部構造を説明するための平面概略図である。１は内視鏡保管庫
、２は引き出し式内視鏡格納部、３はハウジングである。
【００１１】
　この実施例の内視鏡保管庫１は、内視鏡４０を出し入れ可能な幅に形成された複数の引
き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅと、複数の引き出し式内視鏡格納部
２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅを水平方向（横方向）に並列的に密閉状態で収容可能なハ
ウジング３とを有し、引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅは個々にハ
ウジング３より引き出して内視鏡４０を出し入れ可能に構成されている。以下、各構成に
ついて順次詳述する。
【００１２】
　引き出し式内視鏡格納部２は内視鏡を格納する部位であり、この実施例では、図１に示
すように、５つの引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅを有している。
ただし、本発明の内視鏡保管庫は５つの引き出し式内視鏡格納部を有するものに限定され
るものではなく、内視鏡保管庫の大きさに対応して複数の引き出し式内視鏡格納部を有す
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るものを広く包含する。
【００１３】
　引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅは、それぞれ少なくとも１本の
内視鏡を出し入れ可能な幅（図１中横幅）に形成されており、これら縦長の引き出し式内
視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅをそれぞれハウジング３から引き出すと、内部
に格納した内視鏡を出し入れ可能に構成されている。
【００１４】
　引き出し式内視鏡格納部２は、１または複数の内視鏡を内部に格納可能に構成されてい
るが、この実施例の引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅは、それぞれ
各２本の内視鏡を格納可能に構成されている。より具体的には、この実施例の引き出し式
内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅは、図２（図１の左側面側から観た透視図）
に示すように、引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅの右側壁板２Ａの
内面にそれぞれ２本の内視鏡４０が並列懸架できるように構成されている。
【００１５】
　引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅの正面（前面）には、図１に示
すように、それぞれ三枚の透明板４ａ，４ｂ，４ｃが張設され、内部を目視可能に構成さ
れている。また、中央付近には、それぞれ把手部５が設けられており、使用者はこの把手
部５を把持して引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅをそれぞれハウジ
ング３より出し入れ可能に構成されている。さらに、把手部５の下部には、内視鏡管理番
号札入れ６がそれぞれ設けられている。
【００１６】
　引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅは、図２に示すように、それぞ
れ、前述した右側壁板２Ａと、正面（前面）側を構成する正面側フレーム２Ｂと、背面（
後面）側を構成する背面板２Ｄと、底板２Ｅとから区画構成されており、左側面側および
上面側は開口している。この左側面側開口は引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，
２ｄ，２ｅをハウジング３より引き出した際に内視鏡４０を出し入れする部位であり、上
面側開口は、後述する外気流入防止手段１１や光触媒空気浄化手段１２による引き出し式
内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅ内への空気流入を許容するための部位である
。なお、この実施例の引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅは、左側面
側開口から内視鏡４０を出し入れするものであるが、側面側開口から内視鏡を出し入れす
るものに限定されず、正面側に例えば開き戸を有し、正面側から内視鏡を出し入れするも
のも本発明の範疇に包含される。
【００１７】
　引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅの正面側フレーム２Ｂの周囲（
四方）には、図１に示すように、密閉部材７（密閉用パッキン）が取り付けられ、引き出
し式内視鏡格納部２同士の間および引き出し式内視鏡格納部２とハウジング３との間の密
閉状態が保持されている。これにより、それらの間隙から引き出し式内視鏡格納部２ａ，
２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅ内への浮遊菌の侵入が防止され、内部をより衛生的に保持できる
ように構成されている。
【００１８】
　引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅの正面側フレーム２Ｂの上部お
よび中央付近の両側で、かつ、密閉部材７の裏側には、図１に示すように、密閉用磁石８
がそれぞれ取り付けられている。これら密閉用磁石８の磁気的作用により、引き出し式内
視鏡格納部２同士および引き出し式内視鏡格納部２と金属製のハウジング３とが引き合い
、ハウジング３内の初期位置（図２の位置）において、引き出し動作を阻害しない程度の
磁力で引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅが保持されている。
【００１９】
　引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅの底板２Ｅの下部には、図１ま
たは図２に示すように、それぞれキャスター８が取り付けられ、引き出し式内視鏡格納部
２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅをそれぞれハウジング３より引き出し可能に構成されてい
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る。より具体的には、引き出し式内視鏡格納部２は、初期位置では、図２に示すように、
ハウジング３内に収容されており、把手部５を把持して引き出すと、図３に示すように、
キャスター８の作用によりスライドレール９に規制されながらハウジング２の前方に前進
して突出し、スライドレール９の規制範囲で制止するように構成されている。そして、内
視鏡４０を出し入れした後、把手部５を押圧すると、キャスター８の作用によりスライド
レール９に沿って後退し初期位置（図２の状態）にてハウジング２内に収容されるように
構成されている。このようなキャスター８を設けることにより、内視鏡を素早く出し入れ
可能な内視鏡保管庫を簡素な構造で実現できると共に、引き出し式内視鏡格納部２ａ，２
ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅの引き出し動作を滑らかに行うことができる。なお、この実施例の
キャスター８は、引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅの底板２Ｅの下
部に、それぞれ１つ取り付けられているが、。それぞれ複数のキャスターが取り付けられ
ているものも本発明の範疇に包含される。
【００２０】
　ハウジング３の上部には、図１または図４に示すように、ハウジング３内に侵入する細
菌を除去するための細菌除去フィルター１０が設けられ、その奥には、引き出し式内視鏡
格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅの引き出し動作に伴う外気の流入を防止するための
外気流入防止手段１１が設けられている。具体的には、この実施例の外気流入防止手段１
１は、陽圧ファンにて構成されており、引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ
，２ｅの正面側フレーム２Ｂの上部にそれぞれ設けられた密閉用磁石８が、ハウジング３
に取り付けられた位置センサによってその移動が検知されると、引き出し式内視鏡格納部
２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅがハウジング３の前方に移動して開口したものとして、陽
圧ファンが作動するように構成されている。そして、引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ
，２ｃ，２ｄ，２ｅの開口部位（上面側開口と左側面側開口）から外方に向けてエアーが
流出し、外気の流入を防止して、塵埃・ウィルス・細菌等が引き出し式内視鏡格納部２ａ
，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅ内に侵入することを抑制するように構成されている。
【００２１】
　また、細菌除去フィルター１０の横側（図１中右横）には、光触媒空気浄化手段１２の
メンテナンス扉１３が設けられ、その奥には、図４に示すように、光触媒１４と光触媒１
４を励起する蛍光灯１５とからなる光触媒空気浄化手段１２とが配設されて、ハウジング
３内および引き出し式内視鏡格納部２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅ内の空気を常時浄化す
るように構成されている。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の内視鏡保管庫の一実施例の正面図である。
【図２】図１に示した内視鏡保管庫における内視鏡格納部の作用を説明するための説明図
である。
【図３】図１に示した内視鏡保管庫における内視鏡格納部の作用を説明するための説明図
である。
【図４】ハウジング上部の内部構造を説明するための平面概略図である。
【図５】従来の内視鏡保管庫の斜視図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　　　内視鏡保管庫
　２　　　引き出し式内視鏡格納庫
　３　　　ハウジング
　４　　　透明板
　５　　　把手部
　６　　　内視鏡管理番号札入れ
　７　　　密閉部材
　８　　　キャスター
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　９　　　スライドレール
　１０　　細菌除菌フィルター
　１１　　外気流入防止手段
　１２　　光触媒空気浄化手段
　１３　　メンテナンス扉
　１４　　光触媒
　１５　　蛍光灯
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